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要
旨

　
日
本
中
世
の
説
話
、
軍
記
物
語
、
謡
曲
な
ど
に
、「
学
問
を
好
む

木
」

─
「
好
文
木
」
と
い
う
梅
の
別
称
が
見
え
る
。
鎌
倉
時
代
の

説
話
集
『
十
訓
抄
』
に
初
出
し
、『
晋
起
居
注
』
に
見
え
る
中
国
の

皇
帝
が
学
問
を
好
む
と
梅
の
花
が
咲
き
、
学
問
を
怠
れ
ば
梅
の
花
が

散
る
と
い
う
話
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
出
典
と
さ
れ
る
『
晋
起
居
注
』
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、

内
容
、
主
人
公
の
人
物
像
、
梅
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
の
面
か
ら
、
い
く

つ
か
の
問
題
点
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、「
好
文

木
」
の
話
は
日
本
で
は
よ
く
天
神
の
飛
梅
伝
説
と
結
び
つ
き
、
と
く

に
天
神
信
仰
が
流
行
す
る
中
世
か
ら
盛
ん
に
説
か
れ
て
い
た
こ
と
に

気
づ
い
た
。
小
論
は
、
天
神
信
仰
と
梅
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
、「
好

文
木
」
説
話
成
立
の
ル
ー
ト
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
好
文
木
、
天
神
信
仰
、
飛
梅
伝
説
、
渡
唐
天
神

　
大
陸
よ
り
渡
来
し
た
梅
は
、
万
葉
時
代
か
ら
日
本
人
に
多
く
詠
ま

れ
、
気
品
と
風
雅
を
代
表
す
る
花
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。『
万

葉
集
』
の
植
物
の
中
で
二
番
目
多
く
詠
ま
れ
、
平
安
時
代
の
和
歌
文

学
と
物
語
、
随
筆
な
ど
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
梅
は
、
中
世

に
な
る
と
、
説
話
、
軍
記
物
語
、
謡
曲
な
ど
に
も
姿
を
現
す
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
時
、「
学
問
を
好
む
木
」

─
「
好
文
木
」
と
い
う

別
名
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

　
中
国
の
皇
帝
が
学
問
を
好
む
と
梅
の
花
が
咲
き
、
学
問
を
怠
れ
ば

梅
の
花
が
散
る
と
い
う
「
好
文
木
」
の
話
は
鎌
倉
時
代
の
説
話
集

「
好
文
木
」
考

　
　
　

─
天
神
信
仰
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に

韓
　
　
　
　
　
雯
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『
十
訓
抄
』
に
初
出
し
、
後
に
謡
曲
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
室
町
期

の
五
山
文
学
、
江
戸
漢
詩
な
ど
に
も
見
ら
れ
、
ま
た
江
戸
期
の
浄
瑠

璃
、
歌
舞
伎
な
ど
の
戯
曲
文
学
に
も
用
例
が
見
ら
れ
る
。
今
で
も
、

梅
の
名
所
、
茨
城
県
水
戸
市
の
偕
楽
園
に
「
好
文
亭
」
と
い
う
建
物

が
あ
り
、
中
国
の
故
事
で
梅
を
好
文
木
と
称
し
た
こ
と
に
由
来
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
好
文
木
の
故
事
の
出
典
に
つ
い
て
、
す
で
に
疑
問
を
抱
く
人

は
何
人
か
い
る
が
、
こ
の
問
題
を
深
く
追
究
す
る
人
は
、
筆
者
が
調

査
し
た
限
り
は
ま
だ
見
当
た
ら
な
い
よ
う
の
で
あ
る
。
筆
者
は
本
章

で
、
好
文
木
の
出
典
と
漢
籍
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た

い
。

一
　
梅
の
異
称
「
好
文
木
」
及
び
そ
の
出
典

　『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
解
説
に
よ
る
とあ
、

好
文
木
（
こ
う
ぶ
ん
ぼ
く
）
＝
［
一
］「
名
」
□
（
中
国
、
晉

の
武
帝
が
学
問
に
励
ん
で
い
る
時
は
梅
の
花
が
開
き
、
学
問
を

怠
る
時
は
散
り
し
お
れ
て
い
た
と
「
晉
起
居
注
」
に
見
え
た
と

い
わ
れ
る
故
事
か
ら
）
梅
の
異
称
。《
季
・
春
》*

十
訓
抄
□
六
・

道
真
旧
宅
梅
枝
飛
于
太
宰
府
事
「
唐
国
の
帝
、
文
を
好
み
給
ひ

け
れ
ば
開
き
、
学
問
怠
り
給
へ
ば
散
り
し
を
れ
け
る
梅
は
有
り

け
る
。
好
文
木
と
ぞ
云
ひ
け
る
。」（
以
下
略
）

　「
好
文
木
」
は
梅
の
異
称
で
あ
り
、
文
献
上
の
初
出
は
鎌
倉
中
期

に
成
立
し
た
仏
教
説
話
集
『
十
訓
抄
』
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　『
十
訓
抄
』
巻
第
六
「
忠
直
を
存
ず
べ
き
事
」
の
第
十
七
話
に
、

天
神
伝
説
に
ま
つ
わ
る
貞
木
の
松
と
大
宰
府
飛
梅
の
話
を
述
べ
た

後
、

唐
国
の
帝
、
文
を
好
み
給
ひ
け
れ
ば
開
け
、
學
問
お
こ
た
り
給

へ
ば
散
り
し
ぼ
み
け
る
梅
は
あ
り
け
れ
。
好
文
木
と
ぞ
い
ひ
け

るい
。

　
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。

　
室
町
時
代
に
な
る
と
、
世
阿
弥
作
と
さ
れ
る
謡
曲
「
老
松
」
と
同

時
期
の
作
者
不
明
の
謡
曲
「
軒
端
梅
」
に
も
、
好
文
木
の
話
が
出
て

き
た
。「
老
松
」
の
原
文
を
引
い
て
み
る
とう
、

諸
木
の
中
に
松
梅
は
、
こ
と
に
天
神
の
、
ご
慈
愛
に
て
、
紅
梅

殿
も
老
松
も
、
み
な
末
社
と
現
じ
給
へ
り
。
さ
れ
ば
こ
の
二
つ

の
木
は
、
わ
が
朝
よ
り
も
な
ほ
、
漢
家
に
徳
を
現
は
し
、
唐4

の4

帝
の
お
ん
時
は
、
国
に
文
学
盛
ん
な
れ
ば
、
花
の
色
を
増
し
、
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匂
ひ
常
よ
り
勝
り
た
り
、
文
学
廃
れ
ば
匂
ひ
も
な
く
、
そ
の
色
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も
深
か
ら
ず
、
さ
て
こ
そ
文
を
好
む
、
木
な
り
け
り
と
て
梅
を
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ば
、
好
文
木
と
は
付
け
ら
れ
た
り
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、
さ
て
松
を
、
大
夫
と
い
ふ

こ
と
は
、
秦
の
始
皇
の
み
狩
の
時
、
天
に
は
か
に
か
き
曇
り
、

大
雨
頻
り
に
降
り
し
か
ば
、
帝
雨
を
凌
が
ん
と
、
小
松
の
蔭
に

寄
り
給
ふ
、
こ
の
松
に
は
か
に
　
大
木
と
な
り
、
枝
を
垂
れ
葉

を
並
べ
、
木
の
間
透
き
間
を
塞
ぎ
て
、
そ
の
雨
を
洩
ら
さ
　
ざ

り
し
か
ば
、
帝
大
夫
と
い
ふ
、
爵
を
贈
り
給
ひ
し
よ
り
、
松
を

大
夫
と
申
す
な
り

　
前
述
の
『
十
訓
抄
』
説
話
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
天
神
道
真
が
愛
し
た
松
と
梅
が
、
中
国
で
も
徳
性
を
も
つ
植

物
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
謡
曲
に
よ
る
と
、
梅

と
松
は
中
国
の
皇
帝
に
そ
れ
ぞ
れ
「
好
文
木
」、「
大
夫
」
と
い
う
名

を
与
え
ら
れ
、
そ
の
品
格
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
謡
曲
「
軒
端
梅
」
は
、
和
泉
式
部
と
東
北
院
の
梅
に
ま

つ
わ
る
話
で
あ
り
、「
好
文
木
」
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
述
は
見
当

た
ら
ず
、
単
な
る
梅
の
異
称
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
流

派
に
よ
り
こ
の
謡
曲
の
タ
イ
ト
ル
も
、「
好
文
木
」「
東
北
院
」「
東

北
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。

　　
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
記
述
は
、
中
国
の
故
事
か
ら
来
た
と
言
い
な

が
ら
、
具
体
的
な
出
典
を
示
し
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
引
用
す

る
故
事
の
時
代
を
明
示
す
る
も
の
も
な
く
、
主
人
公
も
「
唐
国
の
帝
」

と
漠
然
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　
と
く
に
、
謡
曲
「
老
松
」
に
、「
好
文
木
」
故
事
の
後
に
秦
の
始

皇
帝
が
泰
山
の
松
の
下
で
雨
宿
り
を
し
た
た
め
、
松
に
大
夫
の
爵
を

賜
っ
た
と
い
う
話
を
添
え
た
。
そ
の
話
は
『
史
記
』
に
見
え
、
今
に

至
っ
て
も
中
国
で
は
有
名
な
伝
説
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
好

文
木
の
記
事
は
短
く
、
出
典
も
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
不
自

然
で
あ
ろ
う
。

　
は
じ
め
て
「
好
文
木
」
の
出
典
に
触
れ
た
書
物
は
、
文
禄
四
年
（
一

五
九
五
年
）
豊
臣
秀
次
の
命
に
よ
り
、
山
科
言
経
や
五
山
の
禅
僧
ら

が
謡
曲
百
番
の
語
句
を
注
し
た
『
謡
抄
』
で
あ
る
。
原
文
は
以
下
の

よ
う
で
あ
る
。

　

梅
ヲ
ハ
好
文
木
ト
ハ
付
ケ
ラ
レ
タ
レ
晉
起
居
注
哀
帝
讀
書
則
四

時
隨
之
開
花
故
好
文
木
ト
云
東
晉
ノ
王
ニ
哀
帝
ト
云
王
ア
リ
此

王
ノ
物
ノ
本
ヲ
ミ
テ
書
ヲ
ヨ
メ
ハ
春
ニ
テ
ナ
ケ
レ
ト
モ
何
時
モ

讀
タ
ヒ
ニ
梅
カ
開
タ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
文
好
木
ト
云
也え

好
文
木
の
出
典
を
『
晋
起
居
注
』
と
明
示
し
、
主
人
公
を
晋
の
哀
帝

と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
江
戸
時
代
の
儒
者
人
見
卜
幽
軒
の
随
筆
『
東
見
記
』
に
も
、
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梅
を
好
文
木
と
云
ふ
。
故
事
は
晉
の
起
居
注
に
在
り
。
晉
武
文

を
好
む
と
き
は
則
ち
梅
開
く
、
學
を
廢
す
る
と
き
は
則
ち
梅
開

か
ず
。
云
々

（
原
文
「
梅
云
好
文
木
故
事
在
晉
起
居
注 

晉
武
好
文
則
梅
開
廢

學
則
梅
不
開
云
云
」） 

同
じ
く
『
晋
起
居
注
』
を
出
典
と
す
る
が
、
主
人
公
を
晋
の
哀
帝
か

ら
武
帝
に
変
え
た
。

　「
好
文
木
」
出
典
に
触
れ
た
書
物
は
、
以
上
引
用
し
た
『
謡
抄
』

と
『
東
見
記
』
以
外
は
見
当
た
ら
な
い
。
現
代
の
各
辞
書
及
び
『
十

訓
抄
』、
謡
曲
の
注
釈
書
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
二
つ
の
書
物
を
参
考
に

し
、『
晋
起
居
注
』
が
出
典
と
説
明
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、『
晋
起
居
注
』
と
い
う
書
物
は
す
で
に
散
逸
し
て
し
ま

い
、
今
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
「
好
文
木
」
の
出

典
に
つ
い
て
、
疑
問
を
抱
い
た
人
は
少
な
く
な
い
。

　
室
町
中
期
の
臨
済
宗
の
僧
瑞
渓
周
鳳
が
日
記
『
臥
雲
日
件
録
』
の

中
で
、又

及
天
神
之
事
、
名
梅
曰
好
文
木
有
本
據
否
、
或
曰
、
天
神
詩

有
之
、
又
曰
白
樂
天
來
日
本
、
與
住
吉
大
明
神
相
逢
、
樂
天
作

詩
有
白
雲
如
帶
繞
山
腰
之
句
、
蓋
俗
説
未
見
所
出お
。

　

　
天
神
が
愛
す
る
梅
を
好
文
木
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
白
楽
天
が
日
本
に

来
た
伝
説
と
同
じ
く
、
そ
の
信
憑
性
は
か
な
り
あ
や
し
い
と
述
べ
て

い
る
。
唐
の
白
楽
天
が
日
本
の
知
恵
を
探
り
に
来
日
し
、
住
吉
明
神

が
和
歌
を
も
っ
て
対
抗
し
、
船
も
ろ
と
も
追
い
返
す
と
い
う
伝
説
は

中
世
あ
た
り
か
ら
現
れ
、
そ
れ
を
題
材
に
謡
曲
『
白
楽
天
』
が
創
作

さ
れ
た
。
し
か
し
瑞
渓
は
、
そ
れ
ら
の
説
話
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も

出
典
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
、
俗
説
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
し
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
江
戸
後
期
随
筆
作
家
、
雑
学
者
で
あ
る
山
崎
美
成
も
、

随
筆
『
三
養
雑
記
』
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
詳
し
く
見
解
を
述
べ
た
。

梅
を
好
文
木
と
い
ふ
こ
と
は
軒
端
梅
の
謡
曲
に
あ
り
て
、
人
の

知
こ
と
な
れ
ど
も
、
唐
土
の
書
に
は
た
え
て
見
え
ざ
る
こ
と
な

り
、
臥
雲
日
件
録
に
も
見
え
た
れ
ば
、
ふ
る
く
故
事
と
す
る
こ

と
と
お
も
は
れ
た
り
、
さ
て
そ
の
来
所
は
、
謡
古
抄
に
、
好
文

木
、
晋
起
居
注
云
、
哀
帝
讀
書
、
則
四
時
隨
之
開
華
、
故
好
文

木
と
云
な
り
、
ま
た
東
見
記
に
、
梅
云
好
文
木
、
故
事
在
晉
起

居
注
、
晉
武
好
文
則
梅
開
、
廢
學
則
梅
不
開
云
云
と
あ
り
、
武

帝
哀
帝
い
づ
れ
か
是
な
り
や
、
説
郛
な
ど
に
も
、
起
居
注
は
く

さ
ぐ
さ
収
め
た
れ
ど
、
好
文
木
の
事
は
見
え
ず
。

謡
曲
な
ど
に
見
え
る
「
好
文
木
」
と
い
う
梅
の
異
称
は
、
漢
籍
に
見
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え
な
い
の
で
あ
る
。
出
典
を
指
摘
し
た
『
謡
古
抄
』
と
『
東
見
記
』

の
記
述
も
主
人
公
が
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
元
末
明
初
の
陶
宗

儀
が
撰
し
た
叢
書
「
説
郛
」
に
は
、
起
居
注
を
い
ろ
い
ろ
収
め
た
が
、

好
文
木
の
こ
と
は
見
え
な
い
と
指
摘
し
、「
好
文
木
」
の
出
典
に
つ

い
て
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。

　
近
代
の
学
者
で
も
、

中
国
で
は
好
文
木
の
字
は
み
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
日
本
で
つ
く

ら
れ
た
言
葉
で
あ
ろ
うか
。

と
疑
問
を
感
じ
る
人
も
い
る
が
、
筆
者
が
調
べ
た
限
り
、
そ
の
問
題

を
深
く
研
究
す
る
人
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、「
好
文

木
」
の
出
典
と
さ
れ
る
『
晋
起
居
注
』
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
い
き

た
い
。

二
　
出
典
の
信
憑
性
に
つ
い
て

　
ま
ず
は
出
典
と
言
わ
れ
る
『
晋
起
居
注
』
は
ど
の
よ
う
な
書
物
な

の
か
を
見
て
み
た
い
。『
起
居
注
』
と
は
、
中
国
の
皇
帝
の
毎
日
の

起
居
、
言
行
を
記
録
し
た
日
記
体
の
文
書
で
あ
る
。
隋
、
唐
よ
り
制

度
化
さ
れ
、
現
存
す
る
の
は
明
末
の
一
部
と
清
代
の
も
の
が
あ
る
。

　『
隋
書
』
卷
三
十
三
、
志
第
二
十
八
、
経
籍
部
の
記
録
に
よ
る
と
、

晋
代
に
は
起
居
注
類
が
二
十
種
以
上
存
在
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
中

で
晋
武
帝
関
係
の
起
居
注
は
李
軌
が
撰
し
た
『
晋
泰
始
起
居
注
』（
二

十
巻
）、『
晋
咸
寧
起
居
注
』（
十
巻
）
が
あ
り
、
哀
帝
関
係
の
記
事

は
撰
者
不
明
の
『
晋
隆
和
興
寧
起
居
注
』（
五
巻
）
に
収
録
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
南
朝
宋
の
劉
道
会
が
撰
し

た
『
晋
起
居
注
』（
三
百
一
十
七
卷
）
も
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
起

居
注
の
原
書
は
い
ず
れ
も
散
逸
し
て
い
る
が
、『
芸
文
類
聚
』
や
『
太

平
御
覧
』
な
ど
の
類
書
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
、
記
事
が
散
見
し
て

い
る
。
清
代
の
黄
奭
が
当
時
の
文
献
に
引
か
れ
た
晋
起
居
注
の
逸
文

を
集
め
て
輯
本
を
編
纂
し
た
が
、
こ
の
「
好
文
木
」
の
記
事
は
見
え

な
い
。

　
た
だ
し
、『
晋
起
居
注
』
と
い
え
ば
、『
日
本
書
紀
』
巻
第
九
の
神

功
紀
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
るき
。

六
十
六
年
。
是
年
、
晋
の
武
帝
の
泰
初
の
二
年
な
り
。
晋
の
起

居
の
注
に
云
は
く
、
武
帝
の
泰
初
の
二
年
の
十
月
に
、
倭
の
女

王
、
訳
を
重
ね
て
貢
献
せ
し
む
と
い
ふ
。

（
原
文
　
六
十
六
年
。
是
年
、
晋
武
帝
泰
初
二
年
。
晋
起
居
注

云
、
武
帝
泰
初
二
年
十
月
、
倭
女
王
遣
重
訳
貢
献
。）

　
晋
武
帝
の
泰
初
二
年
十
月
に
、
倭
の
女
王
が
貢
ぎ
物
を
献
上
し
た

記
事
で
あ
り
、
日
本
の
上
代
史
、
日
中
交
流
史
を
研
究
す
る
た
め
の

貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
小
学
館
新
編
全
集
『
日
本
書
紀
』
神
功
紀
の
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こ
の
条
の
注
釈
に
、「『
晋
泰
始
起
居
注
二
十
巻
』（
李
軌
撰
）
の
名

は
『
隋
書
』
経
籍
志
に
み
え
る
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
が
書
紀
に
引
か

れ
た
『
起
居
注
』
で
あ
る
か
ど
う
か
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
平
安
初
期
藤
原
佐
世
が
撰
し
た
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
、「
起

居
注
家
三
十
九
巻
」
の
中
に
、「『
晋
起
居
注
』
卅
巻
」
と
い
う
記
録

が
見
え
るく
。
し
か
し
、
そ
の
撰
者
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
李

軌
撰
の
泰
始
・
咸
寧
両
起
居
注
を
合
わ
せ
た
写
本
と
も
考
え
ら
れ
る

し
、
劉
道
会
撰
の
三
百
一
十
七
卷
の
起
居
注
の
一
部
と
も
考
え
ら
れ

る
と
考
え
る
。

　
こ
う
し
て
見
る
と
、「
好
文
木
」
の
出
典
を
『
晋
起
居
注
』
に
す

る
の
は
史
実
上
な
ん
の
問
題
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
問
題
は

『
晋
起
居
注
』
が
『
日
本
書
紀
』
で
引
か
れ
て
以
来
、
ほ
か
の
日
本

の
書
籍
に
現
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
五
百
年
以
上
の
時
間
を
隔

て
る
『
十
訓
抄
』
に
初
め
て
「
好
文
木
」
の
説
話
が
引
か
れ
、
ま
た

そ
の
出
典
を
『
晋
起
居
注
』
と
指
摘
し
た
『
謡
抄
』
は
『
日
本
書
紀
』

か
ら
八
百
年
も
離
れ
た
の
は
、
考
え
れ
ば
非
常
に
不
自
然
な
こ
と
な

の
で
は
な
い
か
。

　
し
か
も
、
現
存
の
中
国
の
類
書
に
引
か
れ
る
『
晋
起
居
注
』
の
内

容
を
見
た
限
り
、
皇
帝
の
日
常
生
活
、
官
職
の
任
免
、
后
妃
、
太
子

の
廃
立
、
朝
廷
の
政
策
、
制
度
な
ど
政
治
的
な
記
事
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
政
治
を
中
心
に
皇
帝
の
日
常
生
活
を
記
録
す
る
起

居
注
に
、
梅
を
好
む
と
い
っ
た
風
流
な
逸
話
を
収
録
す
る
余
裕
が
あ

る
か
ど
う
か
も
疑
わ
し
い
。

　
そ
れ
に
、『
十
訓
抄
』
に
も
「
老
松
」
に
も
、
こ
の
説
話
の
主
人

公
を
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
も
し
ほ
ん
と
う
に
奈
良
時
代
に
す
で

に
伝
来
し
た
『
晋
起
居
注
』
の
中
の
説
話
だ
っ
た
ら
、
ど
う
し
て
皇

帝
の
名
前
を
示
さ
ず
、「
唐
の
帝
」
と
漠
然
と
言
っ
た
の
か
も
理
解

し
に
く
い
。

　
以
上
は
『
晋
起
居
注
』
の
内
容
か
ら
、
好
文
木
説
話
の
信
憑
性
に

つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
が
、
そ
れ
か
ら
、
説
話
の
主
人
公
、
晋
の
武

帝
あ
る
い
は
哀
帝
は
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
を
見
て
み
よ
う
。
晋

代
の
歴
史
を
記
録
す
る
『
晋
書
』
に
お
け
る
二
人
の
伝
記
を
ま
と
め

て
み
た
。
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
晋
の
武
帝
と
は
、
晋
の
初
代
皇
帝
、
司
馬
炎
の
こ
と
で
あ
る
。
武

帝
は
、
司
馬
懿
の
孫
、
司
馬
昭
の
子
で
あ
り
、
魏
の
元
帝
に
迫
っ
て

譲
位
さ
せ
、
洛
陽
に
都
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
二
八
〇
年
呉
を
滅
ぼ

し
天
下
を
統
一
し
、
律
令
を
整
備
し
、
占
田
法
・
課
田
法
を
施
行
し
、

九
品
官
人
法
を
さ
ら
に
整
備
し
た
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
。
晩
年
に

な
る
と
、
後
宮
に
美
女
一
万
人
を
集
め
、
女
色
に
溺
れ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
哀
帝
と
は
、
東
晋
の
第
六
代
皇
帝
、
司
馬
丕
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
治
世
に
は
、
穆
帝
時
代
に
洛
陽
奪
還
な
ど
の
功
績
で
実
力
者
と

な
っ
て
い
た
桓
温
が
実
権
を
握
っ
て
お
り
、
哀
帝
自
身
は
ほ
と
ん
ど

傀
儡
同
然
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
哀
帝
は
不
老
長
寿
を
求
め
る
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長
生
術
に
没
頭
し
、
政
務
を
顧
み
な
か
っ
た
。
つ
い
に
は
薬
の
乱
用

の
結
果
、
中
毒
死
し
た
と
い
う
結
末
に
な
っ
た
。

　『
晋
書
』
か
ら
見
る
限
り
、
武
帝
は
武
力
を
重
視
す
る
皇
帝
で
、

哀
帝
は
傀
儡
同
然
の
暗
君
と
し
て
世
に
知
ら
れ
、
二
人
と
も
学
問
を

重
ん
じ
、
あ
る
い
は
学
芸
に
長
け
る
記
事
が
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の

よ
う
な
二
人
を
「
好
文
木
」
の
故
事
と
結
び
つ
け
る
の
は
違
和
感
を

禁
じ
得
な
い
。

　
最
後
に
、
梅
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
見
て
も
そ
の
説
の
信
憑
性
を
疑
う

の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
中
国
の
文
学
史
に

お
い
て
、
梅
の
花
が
賞
美
さ
れ
、
詩
文
で
詠
ま
れ
た
風
潮
は
六
朝
時

代
の
梁
、
陳
か
ら
生
じ
た
と
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
前
の
晋
の
時
代
に
は
、

人
々
は
梅
の
実
を
調
味
料
と
し
て
用
い
た
が
、
未
だ
に
梅
の
花
を
賞

美
の
対
象
と
し
て
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
く
、
そ
れ
を
詠
む
文

学
作
品
も
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

　
ま
た
、
国
運
の
隆
盛
を
象
徴
す
る
祥
瑞
動
物
、
植
物
の
話
は
中
国

に
多
く
見
え
る
が
、
だ
い
た
い
鳳
凰
、
麒
麟
や
霊
芝
な
ど
が
よ
く
取

り
上
げ
ら
れ
、
梅
花
を
祥
瑞
物
と
捉
え
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
そ
れ
に
、
中
国
の
古
典
詩
文
の
中
で
、
梅
の
花
は
女
性
、
恋
愛
、

節
操
、
君
子
な
ど
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
る
が
、
学
問
と
結
び
つ
く
イ

メ
ー
ジ
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
梅
が
最
初
に
文
人
た
ち
に
注
目
さ

れ
た
の
は
、
そ
の
春
先
に
一
番
早
く
咲
く
特
性
で
あ
る
。
春
を
告
げ

る
使
者
と
し
て
、
歴
代
の
文
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
六
朝

と
初
唐
期
に
は
、
そ
の
散
り
ゆ
く
さ
ま
が
よ
く
閨
怨
詩
に
詠
ま
れ
、

女
性
の
弱
弱
し
く
、
か
わ
い
ら
し
い
姿
を
髣
髴
さ
せ
る
。
晩
唐
期
に

な
る
と
、
人
々
は
梅
の
厳
寒
に
耐
え
る
特
性
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
君

子
の
節
操
に
譬
え
る
傾
向
が
現
れ
て
き
た
。
宋
代
に
な
る
と
、
そ
の

イ
メ
ー
ジ
が
さ
ら
に
定
着
し
、
梅
＝
君
子
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
主
流

と
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
中
国
の
文
人
の
認
識
の
中
で
、
梅
は
上

品
な
花
、
高
潔
の
花
、
風
骨
の
あ
る
花
と
し
て
捉
え
て
い
た
が
、
そ

れ
を
学
問
、
文
道
の
花
と
い
う
捉
え
方
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。

　
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
日
本
で
は
渡
来
植
物
で
あ
る
梅
を
大
陸
文
化

の
代
表
と
し
て
昔
か
ら
尊
重
さ
れ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
に

梅
の
花
　
夢
に
語
ら
く
　
み
や
び
た
る
　
花
と
我
思
ふ
　
酒
に

浮
か
べ
こ
そ
　
詠
み
人
知
ら
ず
（
巻
五
・
八
五
二
）

と
あ
り
、
中
国
趣
味
が
溢
れ
る
梅
を
「
み
や
び
」
の
花
と
認
識
し
て

い
る
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
平
安
時
代
に
受
け
継
が
れ
、
王
朝
人
の
和

歌
や
物
語
に
多
く
登
場
し
、
雅
の
宮
廷
生
活
の
象
徴
と
な
っ
て
い

る
。
ゆ
え
に
梅
が
学
問
、
風
流
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
く
の
は
、

む
し
ろ
日
本
特
有
の
文
化
か
ら
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
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以
上
は
、『
晋
起
居
注
』
の
内
容
考
察
、
晋
武
帝
、
哀
帝
の
人
間
像
、

中
国
に
お
け
る
梅
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
三
方
面
か
ら
「
好
文
木
」
の

出
典
に
つ
い
て
疑
問
を
述
べ
た
。

三
　
天
神
と
梅

─
飛
梅
伝
説

　
で
は
、
も
し
「
好
文
木
」
の
話
は
中
国
の
故
事
で
は
な
く
、
日
本

人
が
作
り
出
し
た
も
の
と
し
た
ら
、
そ
の
根
源
を
ど
こ
に
求
め
ば
い

い
の
か
。

　『
十
訓
抄
』
と
謡
曲
「
老
松
」
に
登
場
す
る
「
好
文
木
」
説
話
は
、

い
ず
れ
も
天
神
飛
梅
伝
説
の
後
ろ
に
続
き
、
そ
れ
に
付
属
す
る
よ
う

な
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
も
ら
い
た
い
。
後
に
触
れ
る

が
、「
好
文
木
」
を
詠
じ
る
五
山
漢
詩
も
、
江
戸
歌
舞
伎
の
台
本
も
、

い
ず
れ
も
天
神
信
仰
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
で

は
な
く
、
日
本
天
神
信
仰
と
の
関
連
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え

る
。

　
日
本
で
梅
と
学
問
を
言
え
ば
、
誰
も
が
想
起
す
る
文
人
は
、
天
神

様
、
菅
原
道
真
で
あ
ろ
う
。
平
安
前
期
の
貴
族
、
学
者
か
つ
政
治
家

で
あ
る
菅
原
道
真
は
、
醍
醐
朝
で
は
右
大
臣
に
ま
で
昇
っ
た
が
、
左

大
臣
藤
原
時
平
に
讒
訴
さ
れ
、
大
宰
府
へ
権
帥
と
し
て
左
遷
さ
れ
現

地
で
没
し
た
。
死
後
天
変
地
異
が
多
発
し
た
こ
と
か
ら
、
朝
廷
に
祟

り
を
な
し
た
と
さ
れ
、
天
満
天
神
と
し
て
信
仰
の
対
象
と
な
る
。
最

初
は
火
雷
天
神
と
呼
ば
れ
雷
神
信
仰
と
結
び
つ
い
た
が
、
現
在
は
学

問
の
神
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
天
神
様
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

言
わ
れ
る
植
物
は
、
ま
さ
に
梅
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、「
好
文
木
」
の
最
初
の
出
典
で
あ
る
『
十
訓
抄
』
の
作

者
に
つ
い
て
、
今
は
定
説
が
な
い
が
、
菅
原
為
長
説
が
そ
の
一
つ
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
主
な
理
由
と
し
て
、『
十
訓
抄
』
に
お
い

て
道
真
を
は
じ
め
、
文
時
、
輔
昭
、
長
貞
な
ど
菅
家
一
族
に
関
す
る

説
話
が
多
く
見
え
、
為
長
は
ま
さ
に
道
真
の
子
孫
で
あ
る
。
そ
れ
は

お
そ
ら
く
作
者
の
好
尚
に
よ
っ
て
偶
然
に
選
び
取
ら
れ
た
の
で
は
な

く
、「
菅
家
に
由
縁
の
あ
る
人
物
が
祖
先
の
偉
業
を
讃
え
る
と
共
に
、

そ
の
誉
れ
を
荷
な
う
菅
家
一
族
の
権
威
を
世
に
示
す
た
め
に
、
意
識

的
に
こ
れ
ら
を
採
録
し
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
るけ
。『
十
訓
抄
』
の

中
に
、
文
道
の
神
様
と
し
て
崇
め
ら
れ
た
道
真
を
賞
賛
し
た
説
話
が

多
い
。
好
文
木
は
飛
梅
伝
説
の
後
ろ
に
付
随
さ
れ
た
も
の
で
、
お
そ

ら
く
そ
の
信
憑
性
を
強
め
る
た
め
に
作
ら
れ
た
話
な
の
で
は
な
い
か

と
推
測
で
き
よ
う
。

　
こ
れ
か
ら
、
天
神
と
梅
の
関
係
か
ら
、「
好
文
木
」
と
道
真
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

　
道
真
は
梅
を
こ
よ
な
く
愛
好
す
る
こ
と
で
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
漢
詩
集
『
菅
家
文
草
』
に
梅
を
詠
む
漢
詩
が
多
く
見
え
る
。
一

例
を
あ
げ
る
と
、『
菅
家
文
草
』
の
巻
頭
に
収
ま
っ
た
、
道
真
十
一

歳
の
処
女
作
「
月
夜
見
梅
花
」
で
あ
るこ
。
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月
耀
如
晴
雪
　
　
月
の
耀
く
は
晴
れ
た
る
雪
の
如
し

梅
花
似
照
星
　
　
梅
花
は
照
れ
る
星
に
似
た
り

可
憐
金
鏡
轉
　
　
憐
れ
ぶ
べ
し
　
金
鏡
の
轉
き
て

庭
上
玉
房
馨
　
　
庭
上
に
玉
房
の
馨
れ
る
こ
と
を

月
光
の
中
で
白
く
輝
く
よ
う
に
見
え
る
梅
の
姿
と
そ
の
ぼ
ん
や
り
と

し
た
香
り
を
詠
ん
で
い
る
。

　
梅
を
愛
好
す
る
道
真
は
、
自
宅
の
庭
園
に
も
梅
を
植
え
て
い
た
。

『
菅
家
後
集
』
の
中
に
、
道
真
が
四
十
九
歳
の
時
に
記
し
た
「
書
斎

記
」
が
収
録
さ
れ
、
自
宅
の
宣
風
坊
の
庭
に
、
白
梅
が
植
え
ら
れ
て

い
た
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
戸
前
近
き
側
に
、
一
株
の
梅
有
り
。
東
に
去
る
こ
と
数
歩
に
し
て
、

数
竿
の
竹
有
り
。
花
の
時
に
至
る
毎
に
風
の
便
り
に
当
た
る
毎
に
、

以
て
情
性
を
優
暢
す
べ
く
、
以
て
精
神
を
長
養
す
べ
し
。

　（
原
文
　
戸
前
近
側
、
有
一
株
梅
。
東
去
数
步
、
有
数
竿
竹
。
每

至
花
時
、
每
当
風
便
、
可
以
優
暢
情
性
、
可
以
長
養
精
神
。）

　
そ
の
宣
風
坊
の
梅
を
道
真
が
程
よ
く
愛
し
、
五
十
八
歳
の
時
、
す

な
わ
ち
死
ぬ
前
年
の
春
に
書
い
た
「
梅
花
」
と
い
う
詩
に
、
そ
の
梅

を
思
い
出
し
た
句
が
詠
ま
れ
る
。

宣
風
坊
北
新
栽
處
　
　
宣
風
坊
の
北
　
新
に
栽
ゑ
た
る
處

仁
壽
殿
西
内
宴
時
　
　
仁
壽
殿
の
西
　
内
宴
の
時

人
是
同
人
梅
異
樹
　
　
人
は
是
れ
同
じ
き
人
　
梅
は
異
な
る
樹

知
花
獨
笑
我
多
悲
　
　
知
ん
ぬ
　
花
の
み
獨
り
笑
み
て
　
我
は

悲
し
び
の
多
き
こ
と
を

　
左
遷
さ
れ
た
道
真
は
、
梅
を
見
る
と
京
の
自
邸
の
梅
花
や
、
宮
中

の
仁
寿
殿
の
梅
花
を
思
い
出
し
た
。
花
と
人
を
対
照
し
、
今
の
不
幸

な
境
遇
に
深
く
嘆
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
道
真
は
梅
を
単
な
る
詠
物
の
詩
材
と
し
て
扱
わ
れ

る
の
み
で
な
く
、「
時
に
、
自
分
が
分
身
と
も
見
、
ま
た
情
を
有
す

る
物
と
し
て
語
り
か
け
、
梅
花
を
し
て
己
が
心
情
を
語
ら
し
め
よ
う

と
す
る
」
の
で
あ
るさ
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
道
真
の
漢
詩
の
中
で
、
梅
以
外
に
、
菊
と
竹
も

同
様
に
多
く
詠
ま
れ
、
心
情
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
道
真
と
梅
を
密

接
な
関
係
で
結
ん
だ
の
は
、
世
に
も
著
名
な
飛
梅
伝
説
で
あ
る
。

　
飛
梅
伝
説
と
は
、
道
真
が
京
の
邸
宅
に
植
え
た
梅
が
、
九
〇
一
年

（
延
喜
元
年
）、
道
真
が
大
宰
権
帥
と
し
て
左
遷
さ
れ
る
と
、
あ
と
を

慕
っ
て
一
夜
に
し
て
大
宰
府
に
飛
ん
で
き
た
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。

　『
拾
遺
和
歌
集
』
に
、

流
さ
れ
侍
り
け
る
時
、
家
の
梅
の
花
を
見
侍
て

東
風
吹
か
ば
　
に
ほ
ひ
を
こ
せ
よ
　
梅
花
　
主
な
し
と
て
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春
を
忘
る
な
　
　
　

道
真
（
拾
遺
・
十
六
・
雑
春し）

と
い
う
歌
が
詠
ま
れ
、『
大
鏡
』『
宝
物
集
』
に
も
類
似
す
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
載
っ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
『
北
野
天
神
縁
起
』

に
は
、
道
真
の
邸
宅
を
「
紅
梅
殿
」
と
記
し
、
そ
の
梅
は
道
真
を
慕

う
た
め
大
宰
府
に
飛
ん
だ
と
い
う
逸
話
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
後
世
に
広
く
伝
わ
る
「
飛
梅
伝
説
」
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
最
初
に
雷
神
と
し
て
北
野
天
満
宮
で
祀
ら
れ
て
い
た
天

神
が
、
天
変
地
異
が
治
ま
っ
て
く
る
と
、
次
第
に
学
者
や
文
人
と
し

て
の
才
能
に
目
が
向
け
ら
れ
、
円
満
実
直
な
学
問
の
神
と
し
て
人
々

に
崇
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
九
八
六
年
、
慶
滋
保
胤
が
北

野
天
満
宮
に
捧
げ
る
祈
願
文
の
中
で
「
天
神
を
以
て
文
道
の
祖
、
詩

境
の
主
」
と
語
り
、
ま
た
そ
の
後
の
一
〇
一
二
年
、
当
時
の
文
章
博

士
大
江
匡
衡
が
同
じ
く
祈
願
文
の
中
で
「
文
章
の
大
祖
、
風
月
の
本

主
」
と
言
っ
た
事
か
ら
、
こ
の
後
、
菅
原
道
真
は
「
雷
神
」
で
は
な

く
「
学
問
の
神
様
」
と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
学
問
の
神
で
あ
る
天
神
は
、
中
世
に
入
る
と
、
そ
の
信
仰
が
さ
ら

に
広
ま
り
、
と
れ
に
と
も
な
っ
て
飛
梅
伝
説
も
盛
ん
に
説
か
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
新
し
い
要
素
が
加
え
ら
れ
た
。

四
　
天
神
と
梅

─
渡
唐
天
神
伝
説

　
天
神
と
梅
の
関
係
に
つ
い
て
、
前
述
し
た
「
東
風
ふ
か
ば
」
の
歌

が
名
高
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
そ
の
和
歌
は
、
意
外
な

こ
と
に
、「
の
ち
に
道
真
愛
梅
伝
説
が
定
着
し
て
か
ら
人
口
を
膾
炙

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」す。
学
者
の
考
証
に
よ
る
と
、
鎌
倉

期
の
天
神
縁
起
な
ど
で
、
道
真
の
梅
と
同
様
に
桜
を
愛
し
た
様
が
窺

え
、
特
に
梅
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
。
ど
う
し
て
そ
の
後
に
梅
と
天
神
が
結
び
つ
け
た
か
と
い
う
と
、

そ
れ
は
五
山
文
学
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
五
山
文
学
で
は
、
そ
の
規
範
と
な
っ
た
中
国
の
宋
、
元
時
代
の
漢

詩
に
梅
花
が
盛
ん
に
詠
ま
れ
、
林
和
靖
、
蘇
軾
や
陸
游
ら
の
名
作
は

日
本
の
禅
僧
た
ち
に
愛
読
さ
れ
た
ゆ
え
、
五
山
文
学
の
中
で
も
梅
を

詠
む
詩
が
多
く
作
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
五
山
の
禅
僧
た
ち
は
学
問

の
神
様
で
あ
る
天
神
道
真
を
こ
と
の
ほ
か
尊
重
し
、
天
神
の
絵
を
描

き
、
賛
を
書
く
こ
と
は
彼
ら
の
詩
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
中
国
詩
の
影
響
を
受
け
、
梅
花
趣
味
を
持
っ
て
い
る
禅

僧
た
ち
は
、
天
神
信
仰
と
梅
を
結
び
付
け
る
と
想
定
し
、
天
神
を
詠

む
詩
の
中
に
ほ
と
ん
ど
梅
が
登
場
し
て
い
るせ
。

北
野
天
神 

（
愚
仲
周
及
『
丱
餘
集
』）
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十
一
面
圓
通
大
士
、
和
其
光
謂
之
天
神
。
陰
陽
實
是
不
可
測
、

飛
梅
萬
里
早
回
春

4

4

4

4

4

4

4

。

天
神 

（
景
徐
周
麟
『
翰
林
葫
蘆
集
』）

傳
得
金
襴
在
半
肩
、
龍
孫
龍
子
出
龍
淵
。
夜
深
月
下
動
鱗
甲
、

一
朶
飛
梅
九
五
天

4

4

4

4

4

4

4

。

な
ど
、
飛
梅
伝
説
を
踏
ま
え
て
詠
ん
だ
詩
が
多
く
見
え
る
。
ま
た
、

「
好
文
木
」
と
い
う
語
も
散
見
し
、
天
神
と
か
か
わ
る
も
の
が
多
い
。

一
例
を
あ
げ
る
と
、

次
飛
梅
韻 
（
夢
嚴
祖
應
『
旱
霖
集
』）

好
文
不
負
逐
臣
盥
、

4

4

4

4

4

4

4

4

無
翼
清
名
海
國
春
。
安
樂
窩
中
當
日
事
、

巡
簷
索
笑
一
番
新
。

と
い
う
ふ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
、
室
町
中
期
か
ら
、
平
安
時
代
の
道
真
が
は
る
か
後
代
に

あ
た
る
中
国
宋
代
の
禅
僧
で
あ
る
無
準
師
範
の
弟
子
と
な
り
、
伝
法

の
証
し
で
あ
る
法
衣
を
受
け
た
と
い
う
い
わ
ゆ
る
渡
唐
天
神
伝
説
が

語
ら
れ
始
め
て
い
た
。
そ
れ
は
中
世
流
行
の
禅
の
思
想
が
日
本
従
来

の
天
神
信
仰
と
習
合
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
説
話
に
基
づ
い

て
多
く
の
渡
唐
天
神
の
像
が
描
か
れ
た
。
絵
の
中
に
、
天
神
が
仙
冠

を
か
ぶ
り
、
中
国
の
道
士
服
を
着
、
手
に
一
枝
の
梅
を
も
つ
ポ
ー
ズ

が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
画
賛
も
多
く
見
え
る
。

北
野
天
神
肖
像
並
敍 

（
岐
陽
方
秀
『
不
二
遺
稿
』）

菅
丞
相
薨
爲
天
滿
神
。
事
見
釋
書
神
仙
傳
。
世
謂
徑
山
圓
照
夢

天
神
。
深
衣
大
帶
手
携
洪
梅
一
朶

4

4

4

4

4

4

。
而
來
進
執
弟
子
禮
。
誓
爲

護
法
神
。
…
…

天
神 

（
景
徐
周
麟
『
翰
林
葫
蘆
集
』）

袖
挿
紅
梅
當
瓣
香

4

4

4

4

4

4

4

、
朝
歸
北
野
夜
餘
杭
、
冤
心
一
段
九
州
鐵
、

文
武
爐
中
雪
沃
湯

序
に
「
今
之
所
繪
者
、
易
朝
服
携
梅
花

4

4

4

、
其
深
閨
靜
幾
、
試
筆

墨
之
間
、
不
著
一
點
俗
氣
者
」
と
あ
る
。

　
蔭
木
英
雄
氏
に
従
え
ば
、
ち
ょ
う
ど
渡
唐
天
神
像
が
成
立
発
展
し

た
室
町
時
代
応
永
頃
か
ら
、
禅
僧
ら
の
梅
花
を
詠
む
詩
が
特
に
増
え

て
く
る
と
い
うそ
。
ま
た
、
天
神
が
無
準
の
も
と
に
参
じ
た
の
は
、
参

禅
で
は
な
く
江
南
の
梅
花
を
尋
ね
る
た
め
と
す
る
解
釈
さ
え
現
れ
て

い
たた
。

　
要
す
る
に
、
梅
花
を
持
つ
渡
唐
天
神
像
は
、
中
国
か
ら
も
た
ら
さ

れ
た
梅
花
詩
の
影
響
に
よ
る
日
本
の
詩
僧
ら
の
梅
花
趣
味
と
時
を
同

じ
く
し
て
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
禅
僧
ら
の
目

に
は
、
渡
海
し
て
禅
の
高
僧
に
参
じ
た
日
本
の
詩
文
の
神
に
、
梅
花
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と
い
う
ア
イ
テ
ム
が
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
映
っ
て
い

た
に
ち
が
い
な
い
。

　
そ
の
渡
唐
天
神
の
話
は
後
世
に
伝
わ
り
、
江
戸
時
代
の
浄
瑠
璃

『
天
神
記
』（
近
松
作
）
や
歌
舞
伎
『
天
満
宮
菜
種
御
供
』（
作
者
不
詳
）

に
、
道
真
伝
説
に
絡
ん
で
「
梅
」
が
活
躍
す
る
中
、「
好
文
木
」
の

話
も
登
場
し
て
い
る
。
後
者
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、

　
唐
よ
り
天
蘭
敬
と
い
う
使
者
が
日
本
を
訪
れ
、
彼
は
「
好
文
木
」

（
梅
）
を
献
上
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
道
真
が
夢
の
中
で
唐

に
渡
り
、
皇
帝
に
望
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
道
真
は
天
蘭
敬
の
前
で

梅
の
枝
を
折
っ
て
袖
に
包
む
と
、
梅
の
花
が
ぱ
っ
と
開
く
。
見
て
い

た
時
平
は
、「
は
は
あ
、
奇
な
る
か
な
、
妙
な
る
か
な
。
花
物
言
わ

ぬ
と
主
を
知
り
、
開
け
し
花
は
天
蘭
敬
が
詞
に
違
わ
ぬ
好
文
木

4

4

4

。
是

に
道
真
卿
が
文
学
に
秀
で
し
事
を
思
わ
れ
よ
」
と
誉
め
る
の
で
あ
っ

たち
。

　
天
神
が
夢
の
中
に
渡
唐
し
た
構
想
は
、
中
世
の
「
渡
唐
天
神
」
の

伝
説
か
ら
来
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
話
に
登
場
す
る

「
好
文
木
」
は
、
唐
の
帝
で
は
な
く
、
道
真
に
よ
っ
て
咲
か
せ
た
の

で
あ
る
。
梅
は
、
道
真
の
学
問
を
代
表
す
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
後
世

に
定
着
し
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

　
そ
し
て
、
前
述
し
た
「
好
文
木
」
の
出
典
を
指
摘
し
た
最
も
古
い

書
物
『
謡
抄
』
も
、
五
山
の
禅
僧
ら
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
『
謡
抄
』
が
撰
さ
れ
た
時
は
、
す
で
に
渡
唐
天

神
像
な
ど
に
よ
っ
て
、
天
神
と
梅
と
の
関
連
性
が
一
般
的
な
認
識
と

な
り
、
好
文
木
の
伝
説
も
定
着
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
、

そ
の
伝
説
に
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
、
明
確
な
出
典
を
与
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
、『
晋
起
居
注
』
の
名
を
挙
げ
た
の
で
は
な
い

か
。

　
要
す
る
に
、
五
山
の
禅
僧
た
ち
の
愛
梅
趣
味
と
天
神
崇
拝
に
よ

り
、
天
神
さ
ま
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
梅
は
自
然
に
学
問
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
り
、「
文
を
好
む
木
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
め
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。五

　「
好
文
木
」
説
話
の
成
立
試
考

　
で
は
、
ど
う
し
て
「
好
文
木
」
の
出
典
を
『
晋
起
居
注
』
に
し
、

主
人
公
を
文
学
と
無
縁
に
見
え
る
晋
武
帝
、
も
し
く
は
哀
帝
に
し
た

の
か
。
筆
者
は
、
こ
の
「
好
文
木
」
の
説
話
は
、
ま
っ
た
く
漢
籍
の

影
響
が
見
え
な
い
と
も
思
え
な
い
。
こ
れ
か
ら
、
漢
籍
の
影
響
か
ら

そ
の
成
立
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

　
ま
ず
、「
好
文
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
中
国
の
古
典
で
探
す
と
、

梅
と
は
無
関
係
で
あ
る
が
、「
文
を
好
む
即
ち
…
…
」
と
い
え
ば
、

容
易
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
黄
帝
と
鳳
凰
の
説
話
で
あ
る
。

　『
竹
書
紀
年
』
と
い
う
史
書
の
中
に
そ
の
話
が
初
出
し
、
以
下
の

と
お
り
で
あ
るつ
。
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五
十
年
秋
七
月
庚
申
、
鳳
鳥
至
、
帝
祭
レ

於
二

洛
水
一

。
庚
申
天

露
、
三
日
三
夜
晝
昏
。
帝
問
二

天
老
、
力
牧
、
容
成
一

曰

：

於
二

公
一

何
如
？
天
老
曰
、
臣
聞
レ

之
、
國
安
、
其
主
好

4

4

4

4

4

4

レ

文
、
則
鳳

4

4

4

4

凰
居

4

4

レ

之4

。
國
亂
、
其
主
好

4

4

4

4

4

4

レ

武
、
則
鳳
凰
去

4

4

4

4

4

4

レ

之4

。
今
鳳
凰
翔

レ
於
二

東
郊
一

、
而
樂
之
其
鳴
音
、
中
夷
則
與
天
二

相
副
一

、
以
レ

是
觀
レ

之
、
天
有
二

嚴
教
一

以
賜
レ

帝
、
帝
勿
レ

犯
也
。

　
黄
帝
の
治
世
に
鳳
凰
が
飛
び
来
た
た
め
、
帝
は
洛
水
で
祭
祀
し
た

ら
、
三
日
三
夜
に
亘
っ
て
霧
が
か
か
っ
て
い
た
。
帝
は
大
臣
た
ち
に

こ
の
現
象
が
発
生
し
た
原
因
を
聞
い
た
ら
、
天
老
と
い
う
大
臣
は
、

「
私
は
、
国
が
安
定
し
、
そ
の
君
主
が
文
を
好
め
ば
、
鳳
凰
が
や
っ

て
く
る
。
国
が
動
乱
し
、
そ
の
君
主
が
武
力
を
好
め
ば
、
鳳
凰
は
飛

び
去
っ
て
い
く
と
聞
き
ま
し
た
が
、
今
鳳
凰
が
飛
ん
で
き
た
の
は
、

天
が
な
ん
ら
か
の
教
え
を
帝
に
与
え
た
い
の
で
は
な
い
で
す
か
」
と

説
明
し
た
。
後
に
黄
帝
は
川
か
ら
不
思
議
な
書
物
を
得
、
そ
れ
が
有

名
な
河
図
洛
書
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
話
の
中
の
「
國
安
其
主
好
文
、
則
鳳
凰
居
之
。
國
亂

其
主
好
武
、
則
鳳
凰
去
之
」
は
「
晉
武
好
文
則
梅
開
、
廢
學
則
梅
不

開
」
と
非
常
に
類
似
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
鳳
凰
の
話
は
中
国
で
広
く
知
ら
れ
、
孔
子
が
『
論
語
』
の
中

に
も
こ
の
話
を
踏
ま
え
、「
鳳
鳥
至
ら
ず
。
河
、
図
を
出
さ
ず
。
吾

已
ん
ぬ
る
か
な
」（
子
罕
編
）、
今
吉
兆
を
予
告
す
る
鳳
凰
も
至
ら
ず
、

河
か
ら
図
も
現
れ
な
い
。
私
は
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
、
と
世
の
中

を
嘆
い
て
い
る
言
葉
が
有
名
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
日
本
人
も
熟
知
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
和
漢
の
故
事
を
広
く
説
く
『
十
訓
抄
』
の
作
者
も
、
そ
の
話
を

知
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
鳳
凰
の
「
好
文
即
翔
」
を
梅
花
の
「
好
文
即

開
」
に
変
え
て
作
っ
た
の
も
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
鳳
凰
の
「
好
文
即
翔
」
の
話
は
、
歴
代
の
類
書
に

も
頻
繁
に
引
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

『
太
平
御
覽
』（
宋 

李
昉
撰
）
卷
九
百
十
五
、
羽
族
部
二
、「
鳳
」
条
に
、

又
曰
國
安
其
主
好4

レ
文
則
鳳
凰
翔

4

4

4

4

4

『
冊
府
元
龜
』（
宋 

王
欽
若 

楊
億
ら
撰
）
卷
二
十
二
、「
鳳
」
条
に
、

…
…
天
老
曰
臣
聞
之
國
安
其
主
好

4

4

4

4

4

レ

文
則
鳳
凰
居

4

4

4

4

4

レ

之
國
亂
其

4

4

4

4

主
好

4

4

レ
武
則
鳳
凰
去

4

4

4

4

4

レ
之4

…
…

『
玉
海
』（
宋 

王
應
麟
撰
）、
卷
一
百
九
十
九
、「
祥
瑞
動
物 

鳳
」
条
に
、

天
老
曰
國
安
其
主
好

4

4

4

4

4

レ
文
則
鳳
凰
居

4

4

4

4

4

レ
之4

…
…

な
ど
が
見
え
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
、『
喩
林
』
卷
七
十
七 

（
明
徐
元
太
撰
）、『
天
中
記
』

（
明
陳
耀
文
撰
）、『
山
堂
肆
考
』（
明
彭
大
翼
撰
）
な
ど
の
類
書
に
も

こ
の
故
事
を
引
用
し
て
い
る
。
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五
山
の
禅
僧
た
ち
は
『
太
平
御
覧
』
や
『
冊
府
元
龜
』
な
ど
の
類

書
を
作
詩
の
参
考
書
と
し
て
勉
強
し
て
い
た
こ
と
は
世
に
知
ら
れ
て

い
る
。
現
に
『
太
平
御
覧
』
の
写
本
と
し
て
は
、
日
本
に
伝
来
し
た

一
一
九
九
年
（
慶
元
五
年
）
の
蜀
刻
本
の
残
本
九
四
五
巻
が
知
ら
れ
、

現
在
京
都
五
山
第
四
位
の
臨
済
宗
東
福
寺
に
も
宋
版
『
太
平
御
覧
』

が
所
蔵
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、『
晋
起
居
注
』
は
散
逸
し
て

し
ま
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
断
片
的
な
記
事
は
『
芸
文
類
聚
』、『
太

平
御
覧
』
な
ど
の
類
書
に
引
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
鳳
凰
好
文
」

と
『
晋
起
居
注
』
と
結
び
つ
く
一
つ
の
接
点
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　　
ま
た
、「
好
文
木
」
の
説
話
を
『
晋
起
居
注
』
と
結
び
つ
け
る
も

う
一
つ
の
理
由
は
、
前
述
の
よ
う
に
、『
晋
起
居
注
』
は
『
日
本
書
紀
』

の
神
功
皇
后
の
記
事
に
引
か
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
神
功
皇
后
は

日
本
史
に
お
い
て
謎
多
き
人
物
で
あ
り
、
卑
弥
呼
や
台
与
と
同
じ
よ

う
な
巫
女
王
で
あ
っ
た
と
す
る
見
方
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
彼
女
に

つ
い
て
の
記
事
が
載
っ
て
い
る
『
晋
起
居
注
』
は
、
お
そ
ら
く
日
本

人
に
と
っ
て
、
遥
か
な
る
唐
国
の
逸
話
を
記
録
し
た
不
思
議
な
書
物

と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
文
を
好
め
ば
花
が

咲
く
と
い
う
不
思
議
な
説
話
の
出
典
に
し
て
も
な
ん
の
不
自
然
も
な

い
の
で
あ
ろ
う
。

　
主
人
公
を
晋
の
武
帝
と
す
る
の
も
、『
日
本
書
紀
』
か
ら
由
来
し

た
と
も
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
武
帝
が
晋
の
初
代
皇
帝
と
し
て
有
名
な

の
で
、
現
存
す
る
『
晋
起
居
注
』
の
断
片
的
な
記
事
の
中
で
も
、
武

帝
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
一
方
、
哀
帝
に
つ
い
て
は
、
現
存
の
晋

起
居
注
の
記
事
に
ま
っ
た
く
登
場
し
て
い
な
い
た
め
、
彼
を
選
定
し

た
理
由
は
未
だ
に
推
測
で
き
か
ね
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
課
題
と

し
て
考
察
を
深
め
た
い
と
考
え
る
。

六
　
結
語

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、「
好
文
木
」
と
い
う
梅
の
別
称
は
、

中
国
の
故
事
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
し
か
し
出
典
と
さ

れ
る
『
晋
起
居
注
』
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
疑
問
点

が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
ま
ず
は
、
現
存
す
る
『
晋
起
居
注
』
の
断
片

か
ら
見
れ
ば
、
内
容
は
ほ
と
ん
ど
皇
帝
の
日
常
生
活
、
官
職
の
任
免
、

后
妃
、
太
子
の
廃
立
、
朝
廷
の
政
策
、
制
度
な
ど
政
治
的
な
記
事
で

あ
り
、
梅
を
好
む
と
い
っ
た
風
流
な
逸
話
を
収
録
す
る
余
裕
が
あ
る

か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
そ
し
て
、
話
の
主
人
公
と
さ
れ
る
晋
の
武

帝
・
哀
帝
は
、
史
料
を
見
た
限
り
文
学
と
無
縁
の
人
物
の
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ
に
、
漢
詩
文
に
お
け
る
梅
は
、「
文
学
を
好
む
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
け
る
の
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

　
そ
れ
に
対
し
、「
好
文
木
」
の
話
は
よ
く
天
神
の
飛
梅
伝
説
と
結

び
つ
き
、
天
神
様
の
霊
験
譚
の
ひ
と
つ
と
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
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る
。
と
く
に
天
神
信
仰
が
流
行
す
る
中
世
か
ら
盛
ん
に
説
か
れ
て
き

た
。
ゆ
え
に
、
こ
の
話
は
中
世
の
天
神
信
仰
の
影
響
の
も
と
で
、
梅

を
愛
好
す
る
五
山
の
禅
僧
た
ち
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
筆
者
は
主
張
し
た
い
。

　「
好
文
木
」
は
渡
唐
天
神
の
話
と
同
じ
く
、
天
神
信
仰
と
漢
文
学

の
融
合
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
話
と
考
え
る
。
そ
の
異
名
は
、
今

で
も
梅
の
雅
称
の
一
つ
と
し
て
、
文
道
の
神

─
天
神
と
と
も
に
、

日
本
人
の
心
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
小
論
は
、「
好
文
木
」
説
話
成
立
ル
ー
ト
の
考
察
を
試
み
と
し
て
、

私
見
を
述
べ
て
み
た
。
む
ろ
ん
、
こ
の
問
題
は
非
常
に
難
解
で
あ
り
、

歴
史
的
な
考
証
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
未
熟
な
考
え
や
未
解
決

な
問
題
も
多
い
と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
。

「
注
」

（
１
）『
日
本
国
語
大
辞
典
［
縮
刷
版
］
四
』
小
学
館
・
昭
和
四
九
年
一
月

十
日
日
本
国
語
大
辞
典
第
七
巻
発
行
、
昭
和
四
九
年
三
月
一
日
同

第
八
巻
発
行
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
二
十
日
同
縮
刷
版
第
一
版
第

一
刷
発
行
に
よ
る
。

（
２
）
本
文
は
、
浅
見
和
彦
校
注
・
訳
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
十

訓
抄
』（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
、
二
三
九
頁
）
に
よ
る
。

（
３
）
本
文
は
、
横
道
万
里
雄
、
表
章
校
注
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
謡

曲
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
に
よ
る
。

（
４
）『
謠
抄
』
の
本
文
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
『
謠
抄
』
の

映
像
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
５
）
本
論
に
引
用
さ
れ
る
『
臥
雲
日
件
録
』
と
次
の
『
三
養
雑
記
』
は
、

『
古
事
類
苑
』
植
物
部
六
「
梅
」
条
に
よ
る
。

（
６
）
吉
田
光
邦
「
日
本
の
な
か
の
ウ
メ
」、『
日
本
の
文
様
３
　
梅
』（
光

琳
社
、
一
九
七
〇
年
）

（
７
） 

原
文
及
び
注
釈
は
、
小
島
憲
之
、
直
木
孝
次
郎
ほ
か
、
校
注
・
訳

『
日
本
書
紀
』
①
（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
四
月
）
に
よ
る
。

（
８
）『
續
群
書
類
從
』
卷
第
八
百
八
十
四
、
雑
部
三
十
四

（
９
）
乾
克
己
「
十
訓
抄
と
菅
原
道
真
の
説
話
」、『
和
洋
国
文
研
究
』
二
七
、

平
成
四
年
三
月

（
10
）
原
文
及
び
訓
読
は
、
川
口
久
雄
校
注
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
菅

家
文
草
・
菅
家
後
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）
に
よ
る
。

（
11
）
波
戸
岡
旭
「
菅
原
道
真
詠
梅
考
」、『
国
学
院
雑
誌
』
九
五
―
三
、

一
九
九
四
年
三
月

（
12
）
小
町
谷
照
彦
校
注
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
拾
遺
和
歌
集
』
岩

波
書
店
、
一
九
九
〇
年

（
13
）
福
島
恒
徳
「
天
神
と
渡
唐
天
神

─
天
神
信
仰
と
天
神
像
の
諸
相
」

『
禅
と
天
神
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）

（
14
）
五
山
漢
詩
の
本
文
は
、
上
村
観
光
編
『
五
山
文
学
全
集
』
電
子
版

（
花
園
国
際
禅
学
研
究
所
　http://iriz.hanazono.ac.jp/fram

e/

k_room
_f3f.htm

l

）
に
よ
る
。

（
15
）
蔭
木
英
雄
「
渡
唐
天
神
画
像
を
め
ぐ
っ
て

─
五
山
文
学
の
一
断

面

─
（
上
）（
下
）」、『
禅
文
化
』
一
九
七
六
年
三
月
号
、
九
月

号

（
16
）
朝
倉
尚
、「
賛
渡
唐
天
神
詩
寸
見
―
希
世
『
北
野
神
君
詩
』（
仮
題
）
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に
つ
い
て
」、『
岡
山
大
学
教
養
部
紀
要
』
十
七
、
一
九
八
一
年
二

月

（
17
）
梅
花
女
子
大
学
日
本
文
学
科
編
『
梅
の
文
化
誌
』（
和
泉
選
書
、
二

〇
〇
一
年
）
の
第
六
章
「
心
あ
り
げ
な
こ
の
早
咲
き

─
近
世
演

劇
の
中
の
『
梅
』」
を
ご
参
照
。

（
18
）
本
論
に
引
用
さ
れ
る
『
竹
書
紀
年
』
及
び
『
太
平
御
覧
』
な
ど
の

類
書
の
本
文
は
、『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（H
an W

en

、
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
人
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）


